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基基本本目目標標 33  

結結婚婚・・出出産産・・子子育育ててにに適適ししたた環環境境ををつつくくるる  
 

 

現状と課題 

須恵町では、乳幼児から社会教育に至る「生涯教育」の導入や福岡県初の「幼児園」の設置

など、教育を基盤にすえたまちづくりを実践してきており、町外からの移住者増加の一因と

なっている。また、出生率は近年増加傾向であり、全国や福岡県よりも高い水準となってい

る。 

多世代同居率は福岡都市圏の他自治体と比較して高い水準にあるものの、共働き世帯は他自

治体と同等の約半数に達するほか、子育て世代の転入や保育所入所希望者の増加により、保

育所の待機児童率が増加している。 

また、将来の結婚や出産への意向は 4 割程度に留まり、安心して結婚・出産・子育てができ

る環境づくりが求められている。 

 

基本的方向と施策 

基本的方向 1：安心して結婚・妊娠・出産・子育てができる環境づくり 

施策① 安心して子どもを生み育てられる地域環境づくり 

施策② 幼児教育・保育の施設など子ども・子育て環境の充実（ソフト・ハード） 

施策③ 男女共に仕事と子育てが両立できる子育て環境づくり 

施策④ 子ども・子育て支援についての質の向上 

基本的方向２：福祉対策の充実 

施策① 子育て家庭の経済的負担の軽減 

 

数値目標 

数値目標 目標値（平成 31年） 基準値 

合計特殊出生率（厚生労働省） 1.65 1.63（H20～24 平均） 

保育サービスに対する町民の満足度 60.0％ 42.7％（H27） 
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基本目標 3 

結婚・出産・子育てに

適した環境をつくる 

基基本本的的方方向向 11  

安安心心ししてて結結婚婚・・妊妊娠娠・・出出産産・・子子育育ててががででききるる環環境境づづくくりり 

 

若い世代が安心して結婚し子どもを生み育てられるように、核家族の進展や都市化、女性の

社会進出などにより変化しつつある地域及び家庭の環境に適合し、妊娠から子育てを安心し

て行える、町民ニーズに対応した環境を提供する。 

 

施施策策①①  安安心心ししてて子子どどももをを生生みみ育育ててらられれるる地地域域環環境境づづくくりり  

子育て中の親子が集まって相談、情報交換、交流等ができる拠点施設の充実により、子育て

支援サービスを拡充するとともに、子育て支援ボランティア・コンシェルジュの育成等によ

る子育て支援のネットワークづくりを行う。 

≫具体的事業 

内容（具体的事業） 担当課 

子育て拠点施設の充実 子ども教育課 

子育てボランティアの育成や子育て支援のネットワークづくり 子ども教育課 

子育てコンシェルジュの育成・窓口創設 子ども教育課 

産後ヘルパー・ファミリサポートの充実 子ども教育課 

≫数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 数値目標 基準値 

子育て支援サービスの取組実施数 7 件 6 件 

 

施施策策②②  幼幼児児教教育育・・保保育育のの施施設設ななどど子子どどもも・・子子育育てて環環境境のの充充実実（（ソソフフトト・・ハハーードド））  

健康で心豊かな子どもを育てるため、幼稚園教育と保育事業について、ソフト面とハード面

の両方における充実を図る。 

≫具体的事業 

内容（具体的事業） 担当課 

乳幼児保健活動の充実 健康福祉課 

基本的道徳教育を基盤とした幼稚園教育、保育事業の充実 子ども教育課 

一時保育施設の整備 子ども教育課 

≫数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 数値目標 基準値 

保育所待機児童数（厚生労働省） 0％ 7.7%（H26） 
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施施策策③③  男男女女共共にに仕仕事事とと子子育育ててがが両両立立ででききるる子子育育てて環環境境づづくくりり  

男女共に仕事と子育てが両立できるように、放課後児童等の健全育成、民間企業への託児所

設置助成等を推進し、家庭だけではなく地域全体で安心して子どもを生み育てられる環境づ

くりを行う。 

≫具体的事業 

内容（具体的事業） 担当課 

放課後児童支援員の資質向上に向けた研修の実施 子ども教育課 

小学生の放課後の居場所づくり 子ども教育課 

学校以外での中学校の放課後生活の充実に向けた方策検討 子ども教育課 

地元企業への託児所設置助成、育休導入促進 子ども教育課 

全ての児童に対する均等支援 子ども教育課 

保育所待機児童を持つ家庭への支援 子ども教育課 

≫数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 数値目標 基準値 

共働き世帯比率（国勢調査） 55.0%（維持） 53.3％（H22） 

課外活動生徒数 294 人 183 人 

 

施施策策④④  子子どどもも・・子子育育てて支支援援ににつついいててのの質質のの向向上上  

社会構造の変化や地域における連帯感の希薄化など、子ども・子育て環境は従来とは異なる

様相を示しており、現代の子ども・子育て環境に対応するため、行政、地域、ボランティア、

関係機関など様々な分野が協力し、子ども・子育て支援の質を向上する。 

≫具体的事業 

内容（具体的事業） 担当課 

放課後児童支援員の資質向上に向けた研修の実施（再掲） 子ども教育課 

子育てボランティアの資質向上に向けた研修の実施 子ども教育課 

不登校児への支援 子ども教育課 

≫数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 数値目標 基準値 

放課後児童支援員の資質向上に向けた研修実施数 1 回/年 0 回 

子育てボランティアの資質向上に向けた研修実施数 1 回/年 0 回 
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基本目標 3 

結婚・出産・子育てに

適した環境をつくる 

基基本本的的方方向向 22  

福福祉祉対対策策のの充充実実 

 

子育て家庭の経済的負担を軽減するために、子育て費用の中で大きなウェートを占める教育

費関連費用について支援を行う。 

 

施施策策①①  子子育育てて家家庭庭のの経経済済的的負負担担のの軽軽減減  

子育て家庭の経済的負担の軽減に向け、教育関連費用の負担を軽減するための施策を検討す

る。 

≫具体的事業 

内容（具体的事業） 担当課 

小・中学校における教育関連費用の支援検討 子ども教育課 

コミュニティバスを活用した送迎支援 まちづくり課 

子ども教育課 

≫数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 数値目標 基準値 

経済負担軽減による子どもの進学・就職者数 500 人 445 人 

 

  


